
 

 

 

 

一学期を振り返って 
                                     校長  金場 安史 

7月 22日本校体育館において、人権の花運動伝達式が行われました。人権の花運動とは、児童が花の苗

を育てることによって、やさしさや相手に対する思いやりの心を育て、生命の尊さを実感する中で人権への理解

を深めるために行われるものです。その伝達式での人権擁護委員の方のお話の中に、「自分らしく自分の好き

なことをすればいいのです。ただし、自分以外の誰かが嫌な思いをすることは絶対にいけません。もし嫌なこと

をしてしまったときは謝ればいいのです。」とありました。 子供たちにとって、人権はちょっと難しい言葉でした

が、とても分かりやすくお話をしていただきました。 

私が 4月に本校に赴任し、今日まで約 4か月の間にすべての学年で子供同士のトラブルがありました。そ

の内容は、「〇〇さんに嫌なことを言われた」「悪口を言い合っているうちにけんかになった」等多岐にわたりま

す。その都度学校では、担任、授業担当者、養護教諭、管理職等が当事者の思いやトラブルの原因、経緯等を

共有し、対応方法について検討してきました。トラブルになった子供たちは、自分の思いや行動を振り返り、どう

すればよかったのかをしっかりと考えてくれました。一度トラブルになるとすぐには元通りには戻りませんが、時

間をかけてお互いの気持ちを理解していく姿がありました。 

子供は大人と違い未成熟な部分もたくさんあります。時には自分の思いを最優先してしまい相手の気持ちま

で考えが及ばずトラブルに発展することもあります。しかしながら、そのような経験が子供たちの心を成長させ

ていくのだと思います。学校では、2学期以降も小さなことにもしっかりと向き合い、対応していきますのでご協

力よろしくお願いいたします。  
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楽しい夏休みにするために 

生徒指導  澤田 将也 

 子供たちの楽しみにしていた夏休みが始まります。 終業式では、子供たちと「楽しい夏休みにす

るための４つの色の約束」をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

子供に危険が生じることがあれば、せっかくの楽しい夏休みだったはずが、すべてが台無しにな

ってしまいます。「安全・安心」な夏休みを過ごすためにも、子供自身が安全意識を高め、大人が見

守ることが大切です。 

一見、「あれもだめ」「これもだめ」と言っているように見えますが、私は、子供たちは経験を通し

てたくさんのことを学ぶと考えています。森の中で聞こえる虫の音、山の風の心地よさ、花火の美し

さ、スポーツや音楽の大会に参加したり集中して練習したりすること。夏休みには、ぜひそのような

体験を増やし、日頃とは違う学びを得て欲しいと願っています。 

ぜひご家庭で４つの観点で、お子さんに声掛けし、見守り、よい夏休みをお過ごしください。夏休

み明けに、子供たちの元気な顔を見ること、たくさんの思い出話を聞くこと、そして成長を感じるこ

とを、楽しみにしています。 
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     （黄） 

 

 

 

 

 

 

           （黒） 

青は水。 

・海や川へは子供だけ 

で行きません。 

 

赤は火。 

・花火は水を用意し、  

大人の人とします。 

・火遊びはしません。 

 

黄はお金。 

・お金や物をあげる、もらう、

貸す、借りる、をしません。 

・無駄遣いしません。 

黒は人・メディア。 

・不審者に注意します。 

・パソコン、ゲーム、スマホの長時間

使用や使い方に注意します。 



 


